
部活動の実態調査（小学校:保護者）に係るアンケート結果（まとめ・分析）     

 

  ・実施期間：令和６年 11 月 28 日～令和６年 12月 29 日 

 ・実施対象：小学校５学年・６学年の保護者 

 ・有効回答：２，４７７名 
 
 
 

 《①部活動について》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者にとって、こどもの部活動に参加してもらいたい理由としては「仲間をつくってもらい

たいから」が６割を超え、１番高かった。次いで「楽しんでもらいたい」「体力や技術の向上」

がつづいた。一方、「大会や試合での活躍を」を回答した割合は４％を満たなかった。 

平日の活動日数は週４日が 35％、週３日が 32％となっており、３日以上が適切だと思われてい

る。一方、休日は週１日が 62％で１番多かったが、活動しないと回答した割合が 26％となり、活

動は平日だけでも構わないと考えている保護者も約３割近くいることも見てとれた。 
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《②地域移行について》 

 

 

 

 

 

 

 

 

「専門的な指導が受けられる部活」が 54％、「楽しむことを目的とした部活」が 44％と 

この２つの回答が多かったが、一方で「平日のみや時期によって種目を変更できる部活」 

や「興味のあることを仲間と調べたり、発表したりする部活」等、従来の活動の概念にと 

らわれない活動方法を推す意見も約２割程度あり、多様な考えがあることが分かる。 

「知っている」が 17％、「聞いたことはある」を合わせると、51％と過半数を超えるものの、 

「まったく知らない」と回答した割合も約 26％いることから、今後、児童および保護者への 

周知や理解の発信等により力を入れていく必要がある。 

また、地域移行に参加させてみたいかについては、「はい」が 45％いるものの、「分からない」 

が 49％と、実態がどのようなものか分からなければ、参加させるかどうか判断し難い状況にあ 

るものと考えられる。 

 

○ 

○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待することについては、「専門的な指導が受けられる」ことが約 55％、つづいて「仲間と楽 

しみながら活動できること」がつづくが、これは他校の生徒も含め、多様な年代と一緒に活動 

する等による効果への期待も含まれていると考えられる。 

一方、不安に感じる点については、「活動場所（送迎の有無）」が 60％、次に「運営主体」、 

そして「他校の生徒との関係性」や「トラブルの対応」「費用負担の大きさ」がつづいた。活 

動場所までの移動は原則家庭の責任下となるため、安全面の不安もあるこがとが推察される。 
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学年によっても許容範囲は変わってくるかもしれないが、凡そ自転車で 20 分以内の距離であ

れば、約 75％以上の保護者が参加は可能であると考えている。一方、それ以上の活動場所とな

ると、あきらめざるを得ない家庭が出てくるかもしれない。 

休日の活動時間については、概ね現在の活動時間と同等程度が適切だと捉えられている。 
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《③地域移行に関する意見・質問など》 （自由記述より） 

 

・平日の部活動とのつながりに不安があります。試合や大会に出場すること等を目標に活動している 

 現状があると思いますが、その辺りも地域移行によって変わるのでしょうか。 

・移行先の選定はどのようにするのか。住んでいるエリアによって受けることのできる指導に違いは 

ないのか、選ぶことができるのか等、また決まっていく段階で周知していただきたい。 

・現状の部活動の活動日数、時間が長く体力的に負担が大きい。休日の活動は望まない。 

・活動場所が遠くて、自転車移動の場合、雨の日は危険ではないか。しかし、保護者の車での送迎が 

毎回できる環境でもない。学習や家族と過ごす時間が削られることにも不安がある。 

・中学校にはない部活動が地域で行われると、部活動を選ぶ幅がひろがるので嬉しい。 

・基本的に賛成である。平日は学校、休日は地域で活動し、その仲間や指導者、指導内容が別である 

のは子供の世界を広げる意味でも望ましい。 

・学校の顧問と移行先との連携がしっかり取れるようにしてほしい。特に安全面の対応が不安。 

・活動場所は徒歩で移動できる距離がよい。子供だけでの頻繁な自転車移動は事故の危険性がある。 

・地域移行で人数が多くなりすぎた場合は、学校単位や複数チームでも大会参加が出来るようにし 

て、プレイ機会を充分に取れるような配慮があると有り難い。 

・中体連など公式戦に出場できるのか、できれば競技スポーツと生涯スポーツとで分けてほしい。 

・子どもの事も大事だけれど、先生に負担をかけてしまっている現状は変えて行って欲しいです。 

・地域移行になった場合、学校の先生が練習に毎度参加はしなくても、窓口にはなって欲しい。気軽 

に相談などできれば嬉しいし、親としても安心である。 

・夏場の暑さ対策や、日常の活動での安全管理などは徹底されるのか不安がある。 

・中学校によって部活の種類が異なるので、地域移行で選べる活動が増えるのは良いと思う。 

・地域移行となっても、今の顧問の先生が報酬を受け取る形で指導に携わってもらいたい。 

・平日と休日とで異なる活動の選択は可能なのか、学校での部活とは全く別物になるのか知りたい。 

・地域の活動の紹介や選択の方法、習い事としてあるスポーツ団体との違い等について知りたい。 

指導者への報酬を含め、一月あたり「1,000 円～2,000 円程度」であれば、77％の保護者は、 

適切であると感じている一方で、「1,000 円以下」と回答した割合は「無償」を含め約 23％と 

なっている。持続可能な活動を目標に、受益者負担の額については検討を重ねる必要がある。 
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